
2016年主要国首脳会議（サミット）について 
 

１ 開催地選定に係る最近の動向 

安倍首相の発言（要旨） 

・６月７、８日にドイツで開かれるサミットまでに、開催地を決める考え。 

・現在立候補している都市以外から選定することはない。 

 

２ 誘致取組の経過 

平 

成 

26 

年 

５月 29日 
軽井沢町、佐久広域連合、長野県経営者協会が合同で、阿部知事に対してサ

ミット誘致に関する主体的な取組、協力を要請 

６月 18日 
長野県経営者協会など県内経済４団体及び市長会、町村会が連名で阿部知事

及び風間県議会議長に対して協力支援等を要請 

７月４日 

６月定例会本会議において、経済４団体及び市長会、町村会から提出されて

いたサミット誘致に係る陳情を採択 

本会議終了後の知事会見において、軽井沢町を主会場とした長野県内への誘

致を表明 

８月 28日 外務省に対して正式に申請 

９月 24日 2016年主要国首脳会議（サミット）長野県誘致推進協議会設立総会開催 

10月 16,17日 外務省、警察庁による現地視察 

11月 13日 県関係国会議員との意見交換会開催（加藤副知事出席） 

12月 19日 長野県・軽井沢サミット誘致計画案を外務省に提出 

12月 25日 長野県・軽井沢サミット誘致推進シンポジウム開催 

平 

成 

27 

年 

１月８日 外務大臣、官房長官、自民党本部、公明党本部等へ要請活動 

２月６日 別冊ＫＵＲＡサミット誘致特集号記者発表（２月 20日頃発売） 

２月中 ＳＢＣテレビで誘致推進協議会作成のＣＭを放送 

２月中 しなの鉄道車内、トイーゴビジョン等でプロモーションビデオ放映 

３月 12日 産経新聞東京本社版に広告掲載 

４月 20日 阿部知事が（一社）日本経済団体連合会榊原会長を訪問 

５月 18日 県関係国会議員へ要請活動 

 

３ 開催が決定した際に各部局へお願いしたい事項 

（１）開催へ向けた全庁的な組織体制の整備のための協力 

（２）危機管理、保健医療に係る庁内体制の構築 

（３）サミット開催を念頭においた事業の構築・執行 

 
 

【参考】報道の状況（要旨） 
 

・開催地は警備のしやすさを重視して選定。賢島を会場とする三重県志摩市などが有力。 

・ポートアイランドがある神戸市、軽井沢町も警備がしやすいとされる。 

・警察庁は警備面から三重県志摩市の賢島と長野県軽井沢町が望ましいと官邸に報告した。現在、賢島が最有

力候補として急浮上。 

・メッセージ性を重視し、震災復興をアピールできる仙台市という見方も。 

・警備のしやすさや話題性など要素は様々。警備のしやすさで軽井沢町と三重県志摩市を有力視する向きも。 

・メッセージ性では、復興の実績を示せる仙台市や神戸市、平和や核廃絶を訴える被爆地広島市が有力。 

・外務省、警察庁双方から高い評価を受けた軽井沢が本命、神戸が追走とされていたところ、三重県志摩市が

急浮上。広島という隠し玉も。 
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